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せ
ん
か
の
實
際
問
題
を
俯
$

せ
ん
が
.爲
な
リ.

抑
$

心
理
擧
上
よ
9

觀
た
る
財
政
問
題
.に(

一； }

財
政
上
の
意
識
作
用
と
、 

0

ー〕

財
政
上
の
感
fi
^

M

と
ぁ
9

豫
箅
の
分
取
主
義
の
如
き
は
初
め
は
意
識 

作
用
な
る
が
習
憤
の
爲
無
意
識
作
^

と
な
0

終
る
.
4

多
し
故
に
租
稅
の
感
覺 

作
用
を
翁
ず
る
亿
當
9

て
先
ゴ
桃
の
性
質
よ
9

飴
め
ん
納
税
者
は
戰
時
稅
を 

平時桃よ輕

{

感
じ
、
古
合
稅
を
新
ち
し
さ
桃
よ
り
®
®輕
く
、
物
糊
を 

人
桄
よ
リ
名
、
間
接
税
1

直
接
桃
よ
0

8

、
收

入

親

を

收

出

稅

よ

リ

终

、
，富 

發
就
を
勤
黎
桃
よ
リ
劣
、
享
樂
稅
を
生
產
税
よ
り
名
、
奪
侈
品
税
を
必
數
口g

 

.

桃
よ
り
^0、

と
信
ず
る
桃
を
^

公
平
と
信
ず
る
糊
よ
y
!

®

輕
{
感
ず 

夂
課
我
の
方
法
に
就
き
て
之
を
論
ぜ
ぱ
一
ネ
に
_1

囘
の
課
m

は
數
囘
の
課 

桃
よ
リ
丨(

農
民
は
例
外)

、

1

囘
糊
務
官
と
交
渉
す
る
を
要
す
る
桃
は
數
囘 

の
交
渉
を
婆
す
る
视
よ
9

劣
、
臌
重
な
ち
ざ
;5

栊
は
臌
蜇
な
る
猫
よ
リ
洛
公 

平

な

る

課

桃

と

思

ふ

方

不

公

平

と

思

ふ

よ

リ

名

、

夂

自

已

の

競

-^
#

の

脱

稅 

な
合
桃
は
脱
親
^

る
靴
よ
リ
劣
輕
{

感
ぜ
ち
る
、
を
常
と
.す
'

謀
稅
以
外
の
事
情
中
の
二
三
を
論
ぜ
ば
經
費
の
不
法
亥
出
を
認
办
纪
る
時 

又
は
自
己
の
か
に
不
刺
益
な
る
亥
出
あ
9

た
リ
と
信
じ
た
る
埸
合
に
は
組
稅 

は
蜇
く
感
じ
ち
る
ベ
し
又
官
條
跋
扈
せ
る
場
合
に
は
民
意
を
尊
重
す
る
場
合 

よ

リ
m

<
感
ず
べ
し 

'

之
を
納
税
港
の
立
場
よ
リ
論
ぜ
ば
貧
®

者
は
富
豪
よ
リ
：•絕
if

的
費
用
を
多 

{

奥
す
る
者
は
然
5

ざ
る
港
よ
リ
§

粗
稅
を
重
{

感
ず
る
な
ら
ん
叉
'#
侈
的 

の
対
惯
を
洧
す
る
入
は
蜇
ぐ
感
じ
公
共
心
の
厚
各
人
は
輕
.，
感
ず
借
財
の
返

1

六
六

免.

濟
期
に
域
れ
る
者
は
重
{
感
じ
全
體
の
景
氣
の
茛
含
時
は
輕
く
感
ず 

右
の
敷
點
を
根
據
と
し
て
財
政
々
策
の
最
茛
方
針
.を
示
せ
、
«(

 

一
 

M

意
の 

尊
重
、(

二〕

公
共
圃
體
の
經
費
を
節
減
す
る
こ
と
、
0
5
右
の
結
粜
と

し

て 

減
稅
す
る
こ
と(

生
產
業
桄
を
輕 
< 
し
富
發
稅
及
丧
侈
品
稅
を
重
{

す
ベ
し〉 

(

四)

課
稅
の
公
平
、(

五)

國
民
經
濟
(7

)
發
達
に
独
意
す
る
等
卽
ち
是
れ
也

I

I

I
1
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#

.忒

の

明

M

&

0

投

汾

饺

砝
0

办

必

0-
€'
命

礅
グ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ト
敎
授
の
來
朝
チ
ィ
ビ\

ゲ
ン
大
學 

に
て
經
濟
原
論
、
經
濟
政
策
、
社
會
主
義
等
の
講
義
を
擔 

任
せ
る
：ゾ
ィ
ル
ブ
一
フ
ン
ト
敎
授
は
過
般
來
朝
東
京
に
滯
在 

し
て
我

_

の
農
業
信
用
組
合
の
調
查
に
従
事
せ
ら
れ
つ
、 

ぁ
6
し
胗
先
用
下
旬
開
催
の
社
會
政
策
會
例
會
に
岀
席
後

'

• 

苋
都
に
行
き
其
後1

一
三
の
都
市
を
遊
歷
し
て
本
月
中
に
は 

英
領
印
度
に
向
け
出
發̂

る
、
と
云
分
同
敎
授
は
以
前
哲 

學
を
專
攻
せ
ら
れ
祀
る
3
其
後
經
濟
學
將
究
に
身
を
委
ぬ

. 

る
に
至

-

^

杧
6
と
今
囘
の
來
朝
に
は
夫
人
名
同
伴
せ
る
が 

夫
人
名
亦
,®

學
者
な
る

_

鏺 

一口m

« ^
l

i 0
か
於
衡
敎
授
東
京
高
等
商
業
學
校
及 

神
戸
高
等
商
業
學
校
間
に
は
銀
行
、
海
上
保
險
、
倉
庫
等 

の
商
業
#
分
科
の
擔
任
敎
授
を
交
換
し
一
學
年
に
一

ヶ
月 

若
し
く
は
一
ヶ
月
半
程
&
外
講
義
の
委
铊
を
な
さ
ん
と
の 

議
起
6
目
下
餘
議
中
な
る
が
協
約
成
立
次
第
交
換
の
第
一 

缪

界

の

消

息

,

着
と
し
て
神̂

高
商
の
敎
授
內
f t

*
吉
氏
は
東
京
高
商
に 

V
、

其
專
攻
に
係
る
倉
庫
論
に
關
し
數
週
間
科
外
講
義
を
試 

み
ら
る
答
な

-o

と

_

渤
京
都
帝
國
大
學
の
新
講
師
日
本
經
濟
史
専
攻
の

I
I

本 

誠
一
氏
は
昨
秋
京
都
帝
大
の
！

a

K

を
受
け
其
專
攻
學
科
を 

«

義

せ

ら

れ

杧〜

ノ

珍
財
部
靜
治
氏
の
留
學
京
都
帝
國
大
學
助
敎
授
な
る
同 

氏
は
今
囘
統
針
學

W

究
の
爲
め
1

に
遊
學
せ
ら
れ
f
 

鬱
統
f t

*

集
誌
の
®:
良
東
京
統
許
學
會
の
機
關
雜
誌
な
る 

同
誌
は
高
野
博
士
主
管
の
下
に
一
大
改
良
を
加
へ
本
年
一 

月
よ
.り
科
學
的
統
計
雜
誌
と
し
て
發
行
す
る
と
云
ふ 

#
法
科
大
學
ゆ
新
妍
究
室
東
京
帝
國
大
へ
學
法
科
に
て
は 

今
间
擴
大
完
備
の
研
究
室
を
新
設
し
高
野
、
グ
エ
ン
チ
ヒ 

雨
敎
授
監
督
の
下
に
統
計
學
及
び
經
濟
學
の
.研
究
の
便
を 

計
る
こ
と
、
な
れ
6
 

. 

•

#

勝
办
4
七
か
著
述
慶
應
義
塾
大
學
敎
授
堀
江
傅
士
は 

目
下「

中
央
銀
行
論」

の
著
述
に
從
事̂

れ
つ
、
あ
ろ
載
す 

る
所
は
主
と
し」

m

英
獨
佛
の
中
央
銀
行
に
關
す
る
博
士

1

六
七
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學

界

の

消

息
'

*

の
新
碑
究
な

6

と 

.

#

氣

寶

敎

授

の

新

著

靡

■
義
塾
大
學
敎
授
ド
グ
卜
ル
氣 

加

域

勘

重

氏

は

フ

ィ

リ

ッ

ポ

ビ

ッ

チ

經

濟

政

策

論

下

卷

の

解
 

說

を

本

月

中

に

發

表

n

る

、
豫

定

.な

/リ
と 

#

フ

ィ

シ

ヤ

氏

利

率

論

の

»

«

京

都

帝

國

大

學

助

敎

授
 

河

上

學

士

は

過

般

來

フ

氏

利

串

論

の

抄

譯

に

從

事

せ

ら

れ
 

つ

、

ぁ

6

し

か

^

月

完

成

し

^

る

を

以

て

今

春

出

版

せ

ら
 

)

る

、
箸

な

翁
フ
ィ
シ
ヤ
氏
資
本
論
及
利̂

!

 

w

^

文
明
協
會
は 

近
々
日
本
銀
行
員
橫
山
昌
次
郞
氏
の
手
に
成
る
フ
氏

「

»

 

本
及
所
得
の

#

質
I

.

及「

利
率
論」

の
譯
書
を
發
行
す
る
由
一 

な
6 

;

礅
肢
谷

I

の
歸
朝
昨
年
八
月
瑞
西
の
べ
ル
ン
に
於
て

j 

開
催
せ
ら
れ
把
る
离
! i

經
濟
學
者
會
議
に
參
列
し
^
る
前 

大
藏
大

E

法
學
博
士
陕
谷
男
爵
は
同
會
議
閉
會
後
佛
英
米
一 

諸
國
を
歴
訪
し
て
昨
年
十
月
下
旬
無
事
歸
朝
せ
ら
れ
1
6 

®

外

國

ー
 

懲
r

干
雜
誌
ベ
ル
リ
ン
に
於
で

' 

A

 

u
n

a
.

e
n

 

f
l
.
i
r

 

S
O

C
E

C
,

.

.

.

! 

'一 

六
八

P
o

l
i

t
i

k
,

 

§

d

 

G
e

s
c

t
K

g
e

b
u

n
g

と
稱
す
る
雜
誌
生
れ
杧
ろ 

韌
號
に
は
或
る
高
級
官
吏
の
寄
稿
し

t

る
獨
逸
に
冷
け
る 

地
僙
自
然
增
加
課
税
を
批
評
せ
る
論
文

i

有
名
な
る
統
許 

\

家
ク
'ズ
ン
ス
キ

I

傅
士
の
亭
し
f c

る
大
都
會
に
於
け
る
住 

一
民
の
兵
士
と
し
て
の
能
カ
に
關
す
る
研
究
を
載
せ
^
.
6 

ー
礅
フ
エ
タ
ー
敎
授
の
轉
任
米
國
崩
指
の
經
濟
學
者
フ
尤 

タ

ー
敎

授

は

多

年

敎

鞭

を

執

，
リ
氣
ら
れ

t c

る
コ
ー
ネ
ル
大 

學
を
辭
し
過
般
グ
リ
：\

ス
ト
ン
大
學
に
招
聘
せ
ら
れ
f t

6 

#
米
國
經
濟
學
會
例
會
第
ニ
十
四
囘
米
國
經
濟
學
會
例 

會
は
去
月

}

1十
七
日
ょ
6
三
十
日
迄
主
府
ヮ
シ
y
ト
ン
市 

に
於
て
開
催
す
る
替

.

な/

c
v

し

と

重'?
々

討

議

問

題

は

關

税 

移
民
等
に
し
て
講
演
討
議
者
に
は
關
稅
番
' »

長
エ
メ
リ
ー 

庆
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
學
敎
授
フ
エ
タ

I

氏
、

'T

*一
 

f

ル
大 

學
敎
授
フ
ァ
ナ
ム
氏

(

經
濟
學
曾
々
長)

及
同
大
學
敎
授
フ 

ィ

シ

ャ

ー

氏

等

あ

-C
N

尙
ほ
大
統
領
タ
ブ
ト
氏
併
に
大
藏
卿 

マ
ダ
ビ

f

氏
名
出
席̂

る
、替
な
し
由
タ
フ
ト
氏
は
中 

央
政
府
豫
算
に
關
す
る
演
說
を
な
し
マ
ダ
ビ
ー
氏
は
關
税 

敗

題

尉

議

會

の

司

會

を

せ

ら

る

、
豫

定

な

o

 

,

こ

I
#

パ
M

 

W

萬
國
經
濟
學
者
會
議
力

！

ネ

ギ

.丨

氏

が

一

千 

萬
卵
f
寄
附
し
て
設
立
し

允
る

平
^
#
の
S
#に

俄
.

り
各

. 

國

の

代

表

的

經

濟

學

者

及

其

他

は

昨

年

八

月

一

一

日

ょ

6
十 

.
S

日
迄
約
ニ
週
間
瑞
西
國
ベ
ル
ン
に
於
て
會
議

r

^

w

き
f c 

6
出
对
者

|/

1
左
の
如
し

.

瑞‘

西

ボ

09

ぷ
通
ミユ
ー

n

ッ
ヒ
大
學
数
授 

同
相
林
大
舉
歷
史
数
撗 

塊國、

'ヒH

ナ

大

€
+
敎

授
 

同
前
大
藏
大
臣

.

伊

,國
前
總
理
大

is 

同

W
1
.マ
大
學
软
授 

怫

國

經

濟

學

卷
 

同佛蘭西經濟雜誌
 

英
國

f

エn

 

ノ
ミ

V、•雜
詰 

同
 

「

ス
タ
チ
ス
ト

」

雜
詰 

米
國
ゥ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
學
敎
授 

同

コ

ロ

ン

、'ヒ
ャ
大
學
敎
授 

T

抹
コ
ッ
ペ
ン

ハ
，-

ゲ
ン
大
學
数
按 

和

蘭
白
®
蔽
上
院
謙
員

_

界
の
悄
息
：

、グレ
ン
タ
ノ
氏

V
ヤ

1

マ
シ

ft

フツポグィツチ氏 
ベ
ー

ム
パ
ヴ
ー
エ
ル
ク
氏 

ル
ザ
ツ
チ
氏 

パ
ン
タ
ラ
リ
オ
氏 

、シ

1

F

氏 

'
ポ

v

r t

.
丨
氏 

ハ

r-

ス
ト
氏 

ベ

1

ジ
氏 

ラ
ィ

ゾ

シ
ユ
氏 

ク
ラ

-
-

.々

氏
.
 

ゥ

H

ス
ヵ
ル
ト
氏

グ
ラ
丨
ベ
ン
氏 

ラ

•
フ

オ

ン

テ

ー

ン

氏

H

本
前
大
藏
大
臣

 

阪
谷
ズ
郎
氏

同京袖帋國大學助敎撗

 

小
川
鄕
太

f

 

此

外

に

、ゾ

ユ

モ
7
丨
敎
授
及
マ
ー
シ
ヤ
ル
敎
授
名
按
待
を 

受
け
杧
る
於
老
體
の
故
を
以

<

辭
退
し
杧
6
會
議
の
目
的 

は
戰
爭
と
經
濟
及
歷
史

i

の
關
係
を
討
議
硏
究
す
る
に
あ 

6
.て
用
語
は
英
佛
獨
の
三
國
語
の
內
孰
れ
を
名
使
用
し 

得
る
、
こ

>

_
 

S

な
し
®

長
に
は
最
初
フ
ィ
リ
ッ
ボ
ゥ
ィ
ッ
チ
氏 

を
推
し̂

る
$

會
議
中
病
氣
の
爲
歸
國
せ
ら
れ
^
^
ば
ポ 

I

レ
ル
氏
之
に
代

-

^

.

た

.
ハ
ノ
倚
ほ
同
會
の
議
事
錄
は

 

一43
]

t
 

表

せ

ぎ

る- *

な

れ

ど

！
一

 

一
 

ニ
年
中
に
は
同
會
議
に
出
席
し
t c 

る
學
者
及
其
他
が
此
問
題
に
關
し
て
硏
究
せ

る

S
の

を

順 

次
發
表
す
る
と
云
ふ

1

六
九


